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【２００８年１月２５日】 

京都総評２００７年度第２回幹事会第４号議案 

０８京都市長選挙闘争方針  

 

今こそ、「日本の夜明けは京都から！」－京都市長選挙勝利、中村和
雄市長の誕生で、京都から「格差と貧困の一掃」「人間らしく働き、
生きる権利の確立」の大きな流れをつくりだそう！  

 

１ ０８京都市長選挙がたたかわれる情勢と勝利の展望  

１ 京都市長選挙の告示［２月３日（日）］、投票［２月１７日（日）］が迫ってきました。

今回の京都市長選挙は、京都市民と京都に働くもののいのちとくらしがかかった大事な

選挙戦です。京都総評も参加する「いま正義を・京都市政を刷新する会」（市政刷新の会）

の中村和雄さんを京都市長におしあげ、今度こそ市民のくらし最優先の京都市政に刷新

しようではありませんか！ 今、広範な国民の中で「くらしを何とかしてほしい」、「そ

のためにも政治を変えたい」という思いが広がってきています。昨年夏の参議院選挙以

降国民の声が政治を動かす新たなおもしろいがんばりがいのある情勢が生まれてきてい

ます。「人間らしく生きる権利の確立」、「時給１，０００円の実現、若者らの雇用の確保」

を掲げる中村和雄さんが京都市長に当選すれば、京都から「格差と貧困」をなくしてい

く、「人間らしく働き、生きる」社会にしていく新しい流れがつくりだされていくことは

まちがいありません。京都市長選挙に勝利して、今こそ、「日本の夜明けを京都から」と

いう状況をつくりだしていこうではありませんか！ 

 

２ 京都市職労がおこなった「０６京都市政評価アンケート」では、現在の桝本京都市政

に対し、「大いに不満」が４９．９％、「少し不満」が２８．１％と８割近い人が不満を

持っています。そして、京都市に対して、「国保・介護負担の軽減」、「同和特別扱いの廃

止」、「医療・福祉の充実」、「大型公共事業見直し」を強く求めています。現市政のもと

で不祥事事件が相次ぎ、９３人もの職員が逮捕され、５００人もの職員が懲戒処分され

ています。背景に歪んだ同和選考・同和行政があることは明らかです。現市政の３期・

１２年間で、国保料、介護保険料、上下水道料金、市バス・地下鉄運賃、ゴミ袋の有料

化など３５８億円も市民負担が増やされました。この３年間で、国保料と住民税の引き

上げに対する苦情で１０万人を超える市民が区役所の窓口におしかけました。資格証明

書の発行が４千通、短期証は１万８千通、返戻・未更新も合わせると、２万５千世帯も

本来の国保証を受け取っていません。その一方で、京都市内への高速道路乗り入れなど

のムダな公共事業は推進されてきました。こうした不祥事事件が相次ぎ、市民のくらし
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破壊を進めてきた現在の京都市政を“継承”するのか、それとも中村和雄市長の誕生で

京都市政を根本から“刷新”するのかが、今回の京都市長選挙の最大の争点です。 

 

３ お隣の大阪市長選挙や大阪府知事選挙に見られるように民主党が独自候補を出す動き

が強まってきているにもかかわらず、今回の京都市長選挙では、共産党を除くオール与

党＝市議会与党３会派は、市民と政策論争不在の野合で、前京都市教育長を推薦しまし

た。しかし、相変わらずの「大連立」と「庁内候補」に対する市民の批判は、根強いも

のがあります。しかも、オール与党が推薦する前教育長は、御所南小学校、御池中学、

堀川高校、西京中高一貫校など一部の学校を特別扱いする一方で、一般の学校運営費を

２割カットするなど格差教育と歪んだ同和教育を進めてきた人物です。同和運動団体の

不正な補助金支出をめぐる裁判で１１７万円の返還を命じられ、京都市から処分された

人物です。昨年１２月には、違法な研究委託事業をめぐり裁判所から７２００万の返還

命令をうけました。出馬表明の記者会見では、市民不在・市民いじめの現市政を高く評

価し現市政を継承すること、「乾いたタオルをしぼるような、さらなる（市民いじめの）

行財政改革」を推進することを公言しています。こうした不正・違法に手を染めた人物

が、京都市長にふさわしくないのは明らかです。一方、わたしたちが支持・推薦する中

村和雄さんは、水俣病の被害者救済が弁護士活動の原点の、弱い立場に立つ人の痛み・

苦しみが分かる正義の弁護士であり、若者の非正規雇用問題をはじめとした労働・雇用

問題の専門家です。また、「市民ウォッチャー京都」の幹事として、京都市の不正・腐敗、

歪んだ同和行政を一貫して追求してきたまさしく京都市長に最善・最適の人です。 

 

４ 現在のオール与党による市民不在の市民いじめの市政を継承するのか、それとも中村

和雄市長を誕生させて市政を根本から刷新し、市民のくらし最優先の市政に転換するのか

－争点は鮮明であり、人物・候補者もマニュフェストも優位にたっており、きわめてわか

りやすい、たたかいやすい選挙戦になってきています。また４人の有力候補が立候補する

混戦となり、京都市民やマスコミの関心も高まってきており、おもしろい情況となってき

ています。この間、新人同士の対決となった１９８９年の木村万平さんの選挙（３２１票

差）、１９９６年の井上吉郎さんの選挙（４０９２票差）では大激戦となり、あと一歩のと

ころまで相手陣営を追い込みました。この間の情勢の進展や、市民の京都市政と「大連立・

庁内候補」に対する強い批判と「くらしをよくしたい、そのためにも政治を変えたい」と

いう願いや要求を考えれば、これまで以上に勝利する可能性が広がってきています。 

 

２ ０８京都市長選挙をたたかうにあたっての京都総評の要求 

１ ＩＬＯ９４号条約にもとづく公契約条例を制定すること。京都市及び京都市に関係・

関連して働く労働者の時給を１，０００円以上とすること。青年の雇用対策を強化する

こと。公正な取引と適切な賃金確保ができるよう入札制度の改善をおこなうこと。公的
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就労事業を起こし、積極的な雇用の創出をおこなうこと。 

２ 住宅改修助成制度の創設、耐震改修助成制度の充実をおこなうこと。 

３ 国民健康保険料を引き下げること。国民保険証のとりあげはおこなわないこと。介護

保険料・利用料の減免制度の充実をはかること。乳幼児医療助成制度の拡充をおこなう

こと。生活保護の実施にあたって申請権の侵害や事実上の強制的な給付打ち切りを行わ

ないこと。障害者自立支援における受益者負担を見直すこと、障害児・者に対する生活

支援を強めること。福祉人材確保新指針にもとづいて、福祉労働者の賃金・労働条件の

改善を図ること。 

４ ３０人学級を実現すること。教育予算の増額をおこない、教育条件を抜本的に改善す

ること。教職員の増員などゆとりある教育を実施すること。老朽化し危険な学校施設の

改修を早期におこなうこと。就修学援助の充実を図ること。 

５ 京都市内への高速道路計画の中止をはじめ、ムダな公共事業の見直し・中止をおこな

うこと。新景観条例にもとづき、京都の町の保全・再生をはかること。ＬＲＴの導入、

パーク＆ライドの実施など、環境に配慮し、誰でも安価で安心して移動できる公共交通

の充実を図ること。有料ゴミ袋の負担軽減、分別収集の徹底をはじめ、ゴミの減量化を

図ること。地球温暖化防止対策を強化すること。 

６ 伝統・地場産業、中小零細企業の振興策を強化すること。大型店の出店規制と卸・小

売業対策を充実させること。京都市の農業を守る施策を進めること。 

７ 職員犯罪・不祥事事件の一掃と「同和」特別扱いの完全終結をおこなうこと。 

 

３ ０８京都市長選挙闘争方針  

１ 今回の京都市長選挙を、労働者・労働組合の要求実現のたたかいと位置づけ、たたか

います。 

２ 京都市政の現状に対する批判と暴露の活動、中村和雄さんのマニュフェストの学習・

宣伝行動を強化します。 

３ 「市政刷新労働者の会」と協力して、京都市政の刷新、中村和雄京都市長誕生の一点

での「共同」の拡大に努力します。「市政刷新の会」の一員として、「民主市政の会」を

はじめ他の諸団体と共同してたたかいます。京都市内に働くすべての労働者を視野に入

れ、中村和雄さんへの支持の拡大をめざします。 

４ 各単産・京都市内地区労におけるたたかいの交流の活動を重視します。迅速なニュー

スを発行するとともに、適宜会議を開催します。 

５ 京都府下全域及び全国からの支援を呼びかけます。 

６ 「京都総評京都市長選挙闘争本部」の活動を強化し、京都総評の総力を挙げたたたか

いを展開します。「０８京都市長選挙にあたっての自治体選挙闘争カンパ運動」にとりく

みます。 

（以上） 


